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 ◇ 学校表彰 と K先生の願い鶴  
 

 2月３日(金)。名古屋市の「WINK
ウ イ ン ク

あいち大ホール」で、

愛知県教育委員会より【愛知県学校安全表彰】を賜った。 

 県内の表彰校は高校を含めて全 7校、三河地区の小学

校では、本校のみという大きな表彰である。 

表彰対象は、安全に関わる学校の長期的な取組に対す

る評価で、評価視点は交通安全、学校保健、防災、地域

との連携など、安全教育全般を指す。つまり、あらゆる面で学校の安全確保に努

め、健全な児童の育成に尽力したという表彰。いわば、長年の取組に対する愛知

県からの功労的・感謝状的な表彰である。言うなれば、歴代の校長先生方や勤務

していただいた教職員、保護者や見守り隊をはじめとする地域の皆様など、長年

にわたり学校安全に寄与いただいた多くの方々への表彰であるとも言えるのだ。 

関係各位にご報告するとともに、これまでの尽力に深く感謝申し上げたい。 

 

 さて、表彰式の場で懐かしい方と出会った。西尾市役所・防災危機管理課のＫ

先生である。教員でありながら市職員というのは不思議に思うかもしれないが、

いわば出向だ。数年の市役所勤務を経て、学校現場に戻る形。それにしても、教

育委員会ではなく一般業務部局というのも珍しい。ところで、Ｋ先生は自分の歴

任校での同僚だ。Ｋ先生とは、わずかに１年の関わりなのだが、自分を見つける

や、すぐに駆け寄ってきて挨拶をしてくれる律儀さは、依然と全く変わらない。 
 

 言葉を交わしたのは、ほんの一時。けれども、Ｋ先生の顔を見たとたんに脳裏

に浮かんだ「強烈な場面」がある。それがタイトルの【願い鶴】だ。 
 

当時、K先生が担ったのは、ある中学校の 3年生の学年主任。 

担当する学年の校内での生徒の怪我が続き、学年全体に「落ち着きある空気が

必要」だと考えたＫ先生は、ある方法を考えた。放課時に廊下で生徒が走らない

方法だ。詳細は裏面に紹介するが、生徒がみるみる変わっていく。それは、生徒

たちが教師の思いを汲み取りながら、生徒自身の心が醸成されていくものだった。  

【心が変われば、行動が変わる】。Ｋ先生のおかげだ。今は心底から、そう思える。 



 


